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留意点

本書は開示用の資料であり、実際の勉強会で使用したバージョンから変更を加えている点ご留意
ください。

本書は一般的な情報提供のみを目的に作成されており、会計、税務およびその他の専門的なア
ドバイスを行うものではありません。本書の内容がお客さまにとって妥当なものか否かに関する判断
は、お客さまが自己の責任に基づき独自にご判断ください。また、弊社の事前の承諾なく本資料を
公開、配布、複製、参照しないよう取り扱い願います。
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自己紹介
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専門領域
◼デジタル分野

• 民間企業・自治体向け
✓ AI/IoT構想・導入構築
✓ データアナリティクス
✓ デジタルを通じた企業変革

• 一次産業(特に農業分野)

◼サスティナビリティ分野
• 戦略立案（地域脱炭素、民間企

業ネットゼロ戦略等）

瀬戸内市出身

大学院卒業後PwC入社。 PwCアドバイザリー合
同会社、PwCあらた有限責任監査法人、PwCコ
ンサルティング合同会社を経てCキューブ・コンサル
ティングに入社

• 定量的分析（デジタル・データアナリティクス・AI

等）を専門とする。

• M&A等における企業価値評価から、各種デー
タ利活用に関する戦略立案、AIモデルの構築
支援、デジタルプロダクトの開発等も手掛ける。

• 農業分野においては、数多くのスマート農業プロ
ジェクトをリード。

• 企業のデジタル化に加えて地域共創のための活
動（地域のデジタル化・脱炭素等）も展開

• 西粟倉村脱炭素先行地域外部評価委員会
委員

長船中学校、岡山大安寺高校、京都大学理学
部卒、京都大学大学院人間環境学研究科修了
（相関環境研究専攻）

Cキューブ・コンサルティング

代表取締役：西原 立
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本日お伝えしたいこと

まちくづり思想・環境哲学
が大切です。

まちくづり・環境の方
法論が重要です。

広げて仲間をつくれ
れば最高ですね。
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最も大きな視点から

Planatary boundariesは昨年（2023年）初めて9項目すべての評価が実施された。

（出典：Stockholm Resilience Center)

マイクロプラスチック、遺
伝子組み換え生物等

温室効果ガスに加えて大
気中に熱がこもる物質

種の減少
に加えて生
態系サービ
スの喪失も

土壌や
植物に
含まれ
る水

今回初
評価。大
気エアロ
ゾル。
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新しい経済モデル「ドーナツ経済」

◼ ドーナツ経済学は、英オックスフォード大学の経済学者ケイト・ラワース氏が2011 年に提唱した新しい
経済の概念。

◼ 自然環境を破壊することなく社会的正義（貧困や格差などがない社会）を実現し、全員が豊かに
繁栄していくための方法論

◼ 主に環境負荷（Planet）と経済成長（Profit）のデカップリングという2つの「P」に焦点を当ててい
た循環経済の概念に社会的側面（People）を補完するアイデア

出典：『 ドーナツ経済』（K ・ラワース、2017 、河出書房新社）

この薄緑の部分が
「人間らしさのスウィートスポット」

それ以下には誰
も落ちてはなら

ない線

それ以上に地球
に負荷をかけて
はならない線
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【参考】ドーナツ経済導入事例 - アムステルダム

◼ 2020年5 月、2050 年までに100％サーキュラーエコノミーを目指しているオランダ・アムステルダムがドーナツ経済
モデルを都市政策に適用

◼ ドーナツエコノミーでは

✓ 成長ではなく繁栄を

✓ 人々の収入やウェルビーイングなどの繁栄につながる数値が向上しているかどうかを調査しながら都市の
ポートレートを作成

✓ さらに環境面でも、地球環境の制約を満たしているかどうか把握し、改善に向けて行動する。

出典：副市長マリーケ・ファン・ドーニンク（Marieke van Doorninck）インタビュー記事より
https://www.vogue.co.jp/change/article/amsterdams-take-on-doughnut-economics
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東京もはじめた

リンク→https://donutstokyo.org/about/
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ドーナツ経済の輪は広がっている

◼ 2020年10 月、ドーナツ経済をアクションに移すためのオンラインプラットフォーム「Doughnut 

Economics Action Lab」（DEALDEAL）が公開
◼ 現在ではブリュッセルやコペンハーゲン、ロンドン、クアラルンプールなど世界中の都市でドーナツをまちづ

くりに取り入れようとするムーブメントが広がっている。

→リンク：https://doughnuteconomics.org/
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岩手県紫波町の脱炭素先行地域

（出典 環境省）
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まちづくりは時間がかかる

出典 戸川卓哉、大西悟、福島秀哉、後藤良子、五味泰子：パターンランゲージによる環境・まちづ
くり先進都市に見られる共創的プロセスの記述ー紫波町、女川町、日南市を対象としてー, 土木学会
論文集, 2022
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10年におよぶオガールプロジェクト

 紫波町は、100年後の子どもたちによりよい環境を守り伝えるべく、
2000年の環境新世紀イベントにおいて「新世紀未来宣言」を発表し、
町産材を活用した公共施設整備といった循環型のまちづくりに取り組
んできました。

 一方で、1998年3月、町内3番目の駅として紫波中央駅が開業し、
町は同年、駅前に公用・公共施設の集積を図るため10.7haの造成
地を取得しました。

 しかし、町の一等地であるこの土地は10年以上にわたって遊休不動
産と化していました。紫波町長（当時、藤原孝町長）は2007年3月、
町議会定例会の所信表明において「公民連携」による新たな視点で
のまちづくりに取り組むことを宣言しました。

 後にエージェントとしてオガールプロジェクトにおいて中核的な役割を担
う岡崎正信氏を介して、2007年4月、紫波町は東洋大学と「公民連
携の推進に関する協定」を締結しました。東洋大学は、駅前町有地
を公民連携手法により開発する可能性を模索する調査を実施しまし
た。

 この調査結果に基づき、2009年6月に岡崎氏を中心として「町の代
理人」となる第三セクター「オガール紫波株式会社」を創立しました。
町はオガール紫波株式会社に民間活力誘導、デザインガイドライン策
定、仮想市街地PRといった、行政が不得意とする業務を委託しまし
た。

 オガール紫波株式会社は民間感覚による都市整備計画を描き、町
は民間活力を誘導するために社会インフラを整備する、という役割分
担のもとオガールプロジェクトがスタートしました。また、エリア開発のマス
タープランを描き、それに基づいてデザインガイドラインを策定するために、
オガール・デザイン会議を設立しました。デザイン会議は清水義次氏
（㈱アフタヌーンソサエティ代表）に委員長を依頼し、ランドスケープや
情報デザイン、建築といった各分野から第一人者が参画しました。

 以上のように、オガールプロジェクトは、町有地を活用した官民の
施設が立地する複合開発です。誘致によって整備された

• 岩手県フットボールセンター
• 図書館と民間施設の合築によるオガールプラザ、
• バレーボール専用アリーナ
• ホテルの複合施設であるオガールベース
• 国内最大級の木造役場庁舎
• 小児科やベーカリーそしてアウトドアショップなどが入居する

オガールセンター
• 150名の定員を数えるオガール保育園
• 木質チップを活用した地域熱供給をするエネルギーステー

ション
• 町が直接宅地を分譲し町内指定事業者が紫波型エコ

ハウスを建築するオガールタウン
と、約10年をかけてこれらの複合開発が図られてきました。

出典 共創デザイン研究会：共創による持続可能な地域づくりのための20のパターン



13Copyright  © 2024 C Cube Consulting Co., Ltd.

まちづくりは仲間づくり

出典 戸川卓哉、大西悟、福島秀哉、後藤良子、五味泰子：パターンランゲージによる環境・まちづくり
先進都市に見られる共創的プロセスの記述ー紫波町、女川町、日南市を対象としてー, 土木学会論文
集, 2022
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方法論

• 環境先進都市・まちづくり先進都市等
のベストプラクティスの存在

• 先進事例の型化
✓ パターンランゲージという方法論

• 実例
✓ 岩手県紫波町
✓ 宮城県女川町
✓ 宮崎県日南市

論
文

冊
子

出典 共創デザイン研究会

出典 戸川卓哉、大西悟、福島秀哉、後藤良子、五味泰子：パターンランゲージによる環境・まちづくり先進都市
に見られる共創的プロセスの記述ー紫波町、女川町、日南市を対象としてー, 土木学会論文集, 2022
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勝利の方程式

共創のまちづくりに成功している事例を分析した結果（パターンランゲージを活用）、下記の成功パター
ンが導き出されている。

15

<組織体制づくり> <空間整備> <情報発信>

<調査研究>

<初動の取組>

<安定した地域づくりの仕掛け><地域コミュニケーション>

16.スピード感を持った意思決
定のための庁内体制

17.エージェント

18.専門家会議

2.小さな実践と報酬

3.首長による先導

4.庁内の意識統一

1.大きな方針/Vision

5.質の高い調査・研究

6.資金の流れの見える化

7.地域の強みを活かす

8.視野を広げる視察

19.施設整備の順番 20.成果の発信

14.みんなに承認された柔
軟な基本計画

15.ポリティカルリスクの回
避

9.地域との
コミュニケーション

10.自治体も輪の中の
ひとつに

11.萌芽的な活動を
育てる

12.コミュニケーションの場づくり

13.地域全体の中心

出典 共創デザイン研究会：共創による持続可能な地域づくりのための20のパターン
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脱炭素ドミノ＝仲間づくり

（出典 環境省）
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脱炭素ドミノとは「ダイバーシティ＆インクルージョン（D&I）」の体現である
単に具体的施策の「Yes/No」判定だけでは、根本的な「地域脱炭素創生」は生じない。まちの在り方の1つである
「環境哲学」のレベルで会話が行われることが重要。このレベルでのコミュニケーションが生じれば、すべて異なる地域
（＝ダイバーシティ）ではあるが、つながっていける（＝インクルージョン）。

まちづくりの考え方
環境に関する哲学

具体的施策

まちづくりの考え方
環境に関する哲学

具体的施策

A自治体 B自治体

方法論
アプローチ

方法論
アプローチ

ドミノは起きずらい

ドミノを起こしやすい

最高ですね！

共感

ダイバーシティ

インクルージョン

表面的な施策だけを見
て判断するため、「うちと
は違う」と思われやすい

方法論レベルではどの地
域にもあてはまる内容と
なり他地域から学ぶ姿勢

となりやすい

環境哲学レベルではグ
ルーバルにでもつながって
いける。同じであることや
異なっていることが問題で
はない。あるか、ないか。



18Copyright  © 2024 C Cube Consulting Co., Ltd.

まとめ

まちくづり思想・環境哲学が
大切です。

まちくづり・環境の方法
論が重要です。

広げて仲間をつくれれ
ば最高ですね。

ドーナツ経済は一例です。
皆さん自身の哲学を。

パターンランゲージは有効な
手段です。国立環境研究所
の貴重な成果をご活用を。

単なる再エネ手段のコピー
では仲間は作れません。方
法論や哲学レベルでの会話
を。
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本資料の問い合わせ先

株式会社Cキューブ・コンサルティング

西原 立（にしはら りゅう）
nishihara_ryu@ccube-consulting.co.jp

080-4426-4034

岡山県岡山市  本町 番  ちゅう ん駅前ビル   

                                  

   ：               ：            

  をいっし に、思いをかたちに

mailto:nishihara_ryu@ccube-consulting.co.jp
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